
市民参加型まちづくり１％システム　（平成27年度1次募集）審査結果

合計得点
（平均）

３点未満の
審査項目

1 継続 弘前歩こう会
市民健康増進事業「第4回　津軽岩
木スカイラインを歩いてみよう会」

市民の健康増進と親睦交流を図るため、「津軽岩木スカイライン」をゆっくりと自分
のペースで歩く健康増進事業を実施する。多くの参加者にウオーキングの素晴らしさ
を体感してもらうとともに、岩木山の紅葉の絶景と弘前市の魅力を全国に発信する。

82.5 － ○

2 継続 若葉町会 若葉町会納涼祭り

津軽ダム工事の際に引っ越してきた住民と、元から地域に住む住民が交流するために
行われるようになった納涼祭りを継続して開催する。家族で楽しみ、地域の高齢者や
高齢者施設の利用者など多くの人が交流し親密に触れ合うことができる祭りにし、子
どもたちが準備段階から祭りに関わることによって、地域内の連帯意識の向上を図
り、町会活動の活発化や地域内の防犯対策につなげる。

77.5 － ○

3 継続
相馬地区小・中学校PTA連絡
協議会

ラベンダーロード再生事業

昨年、管理が行き届かず、美しさを保てないでいたラベンダーを、綺麗な花を咲かせ
るように剪定をしたが、株ごとがない箇所が目立つため、今年は相馬小・中学校の児
童や生徒と地域の住民が一緒になって、花壇にラベンダー苗を植え、荒れた花壇を再
生し、維持管理をしていくことで、地区内の景観の保全を図る。

71.3 － ○

4 継続
ひろさき
環境パートナーシップ２１

環境教育用だんぶり池下敷き作成活
用事業

いろいろな生きものに触れることができる「弘前だんぶり池」で見られる生きものの
中でも、池の名称の由来でもある「トンボ」を紹介した下敷きを作成し、だんぶり池
での観察のポイントがわかる資料として活用する。市内の小学校５年生全員をはじ
め、だんぶり池で観察活動を行う人たちに配布することで、生きものへの愛着を持
ち、自然保護や失った自然を取り戻す活動の意義を広く知ってもらう。

76.8 － ○

5 新規
特定非営利活動法人
もったいないつがるの会

おかえり野菜ボックスでCO2と市
民税支出を減らすプロジェクト事業

家庭で発生するごみの焼却費用と二酸化炭素の減少のため、生ごみを堆肥化するダン
ボールコンポストのモニター（一般家庭向け）を募集し、堆肥づくりを実践してもら
いながら生ごみの減少を目指す。モニターからは、作った堆肥のうち２ｋｇずつを提
供してもらい、集まった堆肥を市内の介護施設等の花や野菜の栽培をしている団体に
贈呈し、栽培に役立ててもらう。

73.4 － ○

6 継続 五代町会 五代町会夏祭り＆ほたる観賞会

ホタルが一番多く発生する時期に合わせて、夏祭りとホタルの観賞会（学習会）を行
い、祭り当日には、ホタルが生息する水路の源である堤を清掃するなど、住民全体で
地域内の環境整備を図る。また、参加者からホタルに関する絵画や習字などの作品を
募集し、施設に展示するなど、鑑賞会を一過性のもので終わらせないような取組みを
始める。

80.2 － ○

7 継続
青森県ノルディック・ウォー
ク連盟

第３回　世界一の桜並木道をノル
ディック・ウォーク

比較的気軽に、誰でも取り組めるスポーツとして、2本のストックを使って歩く「ノ
ルディック・ウォーク」の普及を図るために開催する。コースは７ｋｍと18ｋｍの
２つを設け、世界一の桜並木や水芭蕉、文学碑などを観賞し、嶽を満喫してもらいな
がら、運動不足の解消や生活習慣病対策などの機会を創出する。

66.9 － ○

8 継続 ひろさきナラティブ.net
第2回「住み慣れた地域で最期ま
で」を支え合う街づくり講演会
私の防災活動、私が街にできること

医療が必要な状態となっても地域でその人らしく暮らしていけるように、市民が積極
的に関わっていけるような市民主体の地域包括ケアのまちづくりを目指した防災・減
災活動の講演を開催する。参加者一人一人が自分が街を守るためにできることを考
え、高齢者を支える防災社会のあり方について理解する機会とする。

70.3 － ○

9 新規
特定非営利活動法人　シニア
ネット弘前

高齢者が末永く健康で豊かな生活を
送れる街づくりを目指して
～シニアサロンくれたけ倶楽部に全
員集合！～

元気な高齢者に向けたサークル活動を展開する。高齢者が様々な文化活動やレクリ
エーション等に自主的かつ積極的に参加することにより、老後の生活を健全で豊かな
ものにし、健康寿命の延伸に貢献することを目指す。高齢者が地域社会の中で健康を
維持し、快適に生活できるように支援する。

47.0 － ×

10 継続 槌子町会
環境美化事業
槌子町会環境美花「花いっぱい運
動」

町会の青年部、成年部、女性部、子ども会、高齢者対策部が中心となり、町会総出で
実施した「花いっぱい運動」を引き続き実施する。町会の大通りの他、町会を東西に
延びる枝線の住宅沿いにもプランターを設置し、集会所や町内にある花壇や、プラン
ターに苗花を植えることで、地域の環境美化を図るとともに、住民同士の交流と親
睦、相互扶助の活動的な明るい町会をつくる。

85.1 － ○

11 継続 石川町会 大仏公園紫陽花まつり

町会内にある大仏公園と、公園内に咲く紫陽花を広く市民に知ってもらうため、「紫
陽花まつり」を開催する。公園内の各所にクイズポイントを設置したり、俳句や川柳
の投函してもらい、公園内に展示するほか、紙ひこうき大会や祭りを盛り上げるため
の余興を行うことで、より多くの市民に大仏公園に足を運んでもらう。

81.8 － ○

12 新規 演劇鑑賞会　弘前市民劇場 奈良岡朋子朗読会「黒い雨」

弘前に縁があり、弘前に対する思いも強い女優の奈良岡朋子さんを迎え、『黒い雨』
の朗読会を開催する。戦後70年となる今年8月に、『黒い雨』の朗読のみならず奈良
岡さん自身の戦争体験等を語ってもらうことで、戦争を知らない若い世代を含めた市
民が、戦争の悲惨さや平和の大切さについて考えてもらえる機会を創出する。

66.4 － ○
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採点結果
（不採択…合計６０点未満、

　または 各審査項目３点未満） 採択の可否
採択…○

不採択…×

採択金額
（円）

460,000 460,000

79,000 79,000

番号
新規
継続

団体名 事業名 事業内容
補助金申請額

（円）

消耗品費及び原材料費（コピー用紙、ごみ袋、軍手、マジック、刈り払い機替
刃、コンパネ等）、燃料費（草刈機、軽トラック、発電機用ガソリン）、印刷
製本費（資料）、イベント保険、使用料及び賃借料（会場、簡易トイレ、軽ト
ラック）、その他経費（トイレ汲み取り）

講師等謝礼（看護師）、消耗品費及び原材料費（プリンターインク、
コピー用紙、封筒）、燃料費（レンタカー用ガソリン）、印刷製本費
（チラシ、コースマップ）、通信運搬費（チラシ送料）、損害保険、
使用料及び賃借料（救護用レンタカー）、その他経費（看板、コース
誘導員、振込手数料等）

講師等謝礼（講演会講師）、交通費（講演会講師）、印刷製本費（封
筒、チラシ、アンケート用紙、講演プログラム、資料）、通信運搬費
（切手）、使用料及び賃借料（会場、音響機材、プロジェクター、ス
クリーン等）

129,000

備考

講師等謝礼（救護支援員、交通誘導警備員）、消耗品費（ゴミ袋、コ
ピー用紙、ＦＡＸインクフィルム、カットベニヤ、角杭、バンドエイ
ド、サロンパス）、印刷製本費（ポスター・チラシ、完歩証、資料
等）、通信運搬費（関係団体周知・参加者案内郵便料、振込受付確認
用はがき等）、傷害保険料、使用料（バス、スカイライン通行料、仮
設トイレ、交通規制看板等）

講師等謝礼（アトラクション出演者）、食糧費（作業時の飲み物）、
ボランティア保険、その他経費（照明配線一式）

師等謝礼（ラベンダー植栽指導者）、消耗品費及び原材料費（ラベンダー苗、
固形肥料、ごみ袋、軍手、スコップ）、食糧費（作業時飲み物）
・事業を実施する際は、構成員またはその家族が経営する業者以外をご利用く
ださい。

印刷製本費（下敷き）

消耗品費及び原材料費（ダンボールコンポストセット、母材、生ごみ
堆肥）、印刷製本費（チラシ、報告書等）、通信運搬費（報告書郵
送）、使用料及び賃借料（軽トラック）、その他経費（ボランティア
補助）

（審査委員会での主な意見）
・参加者の負担が少なく、誰でも気軽に利用できる介護予防のための
場を創出する目的は理解するが、本事業は、団体の既存事業をそのま
ま継続するものであり、他のカルチャースクールとの違いが少ないこ
とから、利用者のニーズに合った形の事業展開を検討していただきた
い。

消耗品費及び原材料費（プリンターインク、印刷用紙、黒土、赤玉土、腐葉
土、苗花、球根、有機肥料、軍手等）、燃料費（プランター運搬車ガソリ
ン）、賃借料（軽トラック）

講師等謝礼（余興出演者）、消耗品費及び原材料費（コピー用紙、
ボールペン、両面テープ、ストップウォッチ、コンパネ、角材、ペン
キ、刷毛等）、食糧費（作業時の飲み物）、印刷製本費（チラシ、ポ
スター）、通信運搬費（賞品発送）、イベント保険、使用料及び賃借
料（音響機材）、その他経費（入賞者賞品、舞台設置費等）

印刷製本費（ポスター、チラシ、チケット、会議資料）、傷害保険料、使用料
及び賃借料（会場、会場設備）、その他経費（上演料）



市民参加型まちづくり１％システム　（平成27年度1次募集）審査結果

合計得点
（平均）

３点未満の
審査項目

13 継続 和徳歴史探偵団

～和徳の歴史の探求と伝統ある津軽
の歴史の魅力発信事業～
題「けの汁発祥の地　和徳城」和徳
城主　小山内讃岐の守没後444年
祭」

和徳町の地域には、むかし、和徳城があったことや、その城主である小山内讃岐守が
大浦為信によって落城された歴史を持ち、落城前に兵士たちが食べたとされた「けの
汁」の発祥の地とされていることを、次代を担う子どもたちに伝え和徳の活性化につ
なげるため、郷土料理でもある「けの汁」コンテストを開催するほか、和徳の歴史を
掲載した歴史マップや展示パネルを作成する。

75.1 － ○

14 新規 Rainbow　Muse　Hirosaki 弘前さくらコンサート

質の高い音楽に触れてもらう機会を創出するため、子どもから大人までの演奏を交え
たコンサートを開催し、楽曲の持つ音楽の背景や、音楽の楽しさを知ってもらう。こ
のコンサートを機に、生涯教育としても音楽に触れてもらえるように、ピアノのソ
ロ・デュオ・アンサンブル等の幅広い音楽の楽しみ方を知ってもらう。

71.8 － ○

15 継続 乳井町おこし協力会
乳井区域内放棄地の環境整備と美化
活動

乳井町会内で放棄され崩壊寸前だった史跡である茶臼舘、ホタルが集まるため池の沿
道整備・階段補強や護岸杭打ちなどの整備を行う。地域のこども会や消防団、老人ク
ラブ等の参加を図りながら茶臼館からの絶景を見る会やホタルの鑑賞会、歴史勉強会
を実施することで、地域の良さを再認識してもらい、愛着を高めていく。

83.2 － ○

16 継続 JA相馬村女性部 湯口交差点「花いっぱい運動」

旧相馬村の地図が掲示され、観光バスも頻繁に通る湯口交差点を、湯口地区の老人ク
ラブや湯口地区会と一緒になって苗花を植えたプランターを設置する「花いっぱい運
動」を引き続き実施する。活動を続け、参加者を増やすことを目標に、地域で湯口交
差点の環境美化に取り組む。

76.3 － ○

17 継続 向外瀬町会
甦れ、雑種地から交流農園へ
（２期事業）

近年、地域住民の交流が希薄化していることから、地域内にある雑種地を近隣住民の
いこいの場として活用していくため、地域住民の手で地域の交流農園として整備す
る。また、昨年整備を行った土地の一部は、地域にある保育園の園児などに利用して
もらい、交流を図る。

86.6 － ○

18 継続 津軽笛地域づくり実行委員会 津軽の囃子文化育成事業

ねぷたや立佞武多、登山囃子などの津軽の笛や担ぎ太鼓、手摺鉦などのワークショッ
プや、津軽の郷土芸能と津軽笛の共演コンサートを開催する。津軽に伝わる文化を深
く掘り下げて学ぶことで、津軽笛を愛好する人物を育成し、ねぷた等での笛指導者の
レベルアップと指導力アップを図り、津軽笛の奥深さを感じてもらう。

81.5 － ○

19 継続 弘前市民の森の会 弘前市民の森で元気になろう

ストレスが多い現代社会において、多くの市民の健康と生きがいづくりを目的に、自
然環境に恵まれている「市民の森」での各種健康法（森林療法、園芸療法、芸術療
法）の体験や、収穫した野菜を活用した料理教室を行う。また、「ストレスと病気」
をテーマとした健康セミナー・健康相談や、「ゲートキーパー」に関するセミナーを
開催し、健康についてや心身の健康について知ってもらう機会を創出する。

75.2 － ○

20 継続 あんよ・せらぴー共育研究会
ひろさきアフタースクール～
「地域の力を取り込んだ放課後
つくり」プロジェクト～

市内の子どもたちが安全・安心に過ごせる放課後をコーディネートするため、平日の
放課後に小学校の空き教室を利用した英語のレッスンや、学校の休日に本物に触れる
多様な体験プログラムを実施する。また、今後子どもたちを地域で見守る人材を増や
すため、放課後の子どもたちとの関わり方等を学ぶ人材育成講座を開催する。

61.5 － ○

21 継続
特定非営利活動法人　スポ
ネット弘前

第3回弘前城リレーマラソン

行事が少ない６月の弘前公園を会場に、５～２１人のチームが１周２ｋｍのコースを
タスキリレーでつなぎ、42.195ｋｍを走破する「弘前城リレーマラソン」を開催す
る。個人出場者で構成するチームや、地域コミュニティチーム、女性チームなどの部
門を作るなど、少し運動してみたい人から本格的に走る人まで、様々なニーズに対応
したリレーマラソンを実施することで、市民の健康増進やスポーツ人口の増加を図る
と共に、スポーツツーリズムを推進する。

91.7 － ○

22 継続
特定非営利活動法人　スポ
ネット弘前

過疎地域スポーツ推進事業「ス
ポーツゲンキッズ教室」

少子化で部活動やスポーツ少年団もなく、運動をする環境がない地域の小学生のため
に、地域に出向いて定期的なスポーツ教室を開催する。送迎車を用意し、近隣の小学
校に子どもたちを集めて運動することで、他校の生徒との交流を通して子どもたち自
身のコミュニケーション能力の向上や、スポーツに親しむことを通して地域全体を巻
き込んだ形での地域の活性化を図る。

86.6 － ○

363,000 363,000

500,000 500,000

合計  ２２事業（新規４事業　継続１８事業） 7,456,000

採択：21事業

6,956,000

500,000 500,000

170,000 170,000

428,000 428,000

300,000 300,000

54,000 54,000

500,000 500,000

500,000 500,000

採点結果
（不採択…合計６０点未満、

　または 各審査項目３点未満） 採択の可否
採択…○

不採択…×

採択金額
（円）

500,000 500,000

番号
新規
継続

団体名 事業名 事業内容
補助金申請額

（円）
備考

講師等謝礼（たか丸くん）、消耗品費及び原材料費（結束バンド、ロープ、お
もり、プリンターインク、コピー用紙、のぼり等）、食糧費（作業時飲み
物）、燃料費（照明用ガソリン・軽油）、印刷製本費（ポスター、チラシ、パ
ンフレット、歴史マップ）、通信運搬費（案内等送付）、損害保険、使用料及
び賃借料（テント、照明、コンテスト会場等），その他経費（掲示パネル、コ
ンテスト賞品）

講師等謝礼（演奏会出演者）、交通費（演奏会出演者）、消耗品費及び原材料
費（プリンターインク、コピー用紙、ネームプレート、文具）、印刷製本費
（プログラム）、通信運搬費（通知用はがき、切手）、使用料及び賃借料（会
場、会場備品）、その他経費（駐車場警備員等）

講師等謝礼（勉強会・研修会講師）、交通費（講師）、消耗品費及び原材料費
（チェーンソー刃、塗料、砂利、砂、舗装用生コン、手袋、コピー用紙、プリ
ンターインク等）、食糧費（作業時の飲み物）、燃料費（草刈陽ガソリン、重
機・泥運搬用軽油、混合オイル）、通信運搬費（郵送用）、保険料使用料及び
賃借料（バックホー、ダンプカー、枝打ち機器）

消耗品費及び原材料費（プランター、花苗、土、肥料、除草剤、ゴミ
袋、ラミネート、ベニヤ板、針金）、食糧費（作業時の飲み物）、印
刷製本費（通知文コピー、看板作成）、使用料及び賃借料（車両）

消耗品費及び賃借料（黒土、砕石、土嚢袋、手袋）、燃料費（草刈機
用ガソリン等）、印刷製本費（コピー等）、普通傷害保険料、その他
経費（整地用重機、重機オペレーター等）

講師等謝礼（ワークショップ講師等）、交通費（講師）、消耗品費及
び原材料費（会議資料用消耗品等）、食糧費（講師弁当・飲み物）、
印刷製本費（チラシ、ポスター、パンフレット）、使用料及び賃借料
（ワークショップ・コンサート会場）、その他経費（ホームページ製
作等）

講師等謝礼（陶芸体験講師）、消耗品費及び原材料費（ラミネート
フィルム、苗、コピー用紙、料理教室材料費、陶芸教室材料費、元気
になる食事法チャレンジシート等）、印刷製本費（コピー、チラシ、
ポスター）、イベント保険、使用料及び賃借料（送迎用タクシー、講
演会会場）、その他経費（送迎車への謝礼）

不採択：1事業

講師等謝礼（各プログラム講師、育成講座講師）、交通費（講師）、
消耗品費及び原材料費（英語教材、コピー用紙、プリンターインク、
付箋、画用紙等）、食糧費（講師弁当）、印刷製本費（チラシ）、イ
ベント保険、使用料（育成講座会場）、その他経費（アルバイト賃
金）

交通費（計測スタッフ）、消耗品費及び原材料費（文房具、コピー用
紙、ゼッケン、救急用品等）、燃料費（車両・発電機用ガソリン）、
印刷製本費（賞状、パンフレット、手旗等）、通信運搬費（参加団体
通知）、使用料（会場、レンタカー）、その他経費（計測・記録業
務、看板制作・設置・解体、賞品、振込手数料、交通誘導員）

消耗品費（マジック、コピー用紙、名札、スポーツ用具）、燃料費
（送迎ガソリン）、車両任意保険、使用料及び賃借料（送迎用車両）



採点方法　　

・採点は審査項目１０項目について３段階評価とし、１人１００点満点（１０項目×１０点）により評価を行う。 審　査　項　目

・採点の結果、出席委員の平均点が６０点未満の場合または各審査項目ごとに算出した平均点が３点未満となる項目が

　ある場合は、補助金を交付できないものと判定する。

公益性

必要性
③　地域社会における課題を的確にとらえ対応している

④　地域の状況や市民ニーズに即した対応をしている

費用の妥当性

実現性

将来性

⑤　事業の計画が具体的で、実施手段や体制などが合理的である

②　社会公共的なまちづくりや地域づくりのためのものになっている

⑥　提案されている事業が実現可能なものとなっている

⑦　事業効果が一過性ではなく、継続性（継続事業については発展性）が期待できる

⑧　将来的に広く波及効果が期待できる

⑨　予算が具体的で、事業の内容・規模に合った予算になっている

⑩　市民の貴重な税金を使うことによる効果が認められる

①   事業の効果が特定の者に限定されない


